
平成 27年度
地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業 博多湾岸《金印ロード》プロジェクト

事業の趣旨　金印が発見された志賀島、そして、金印を展示する博物館があるまちシーサイドももち地区の２つの地域コミュニティとともに、

さまざまな人の力を借りながら、博多湾岸の魅力を発掘・発見・発信する

事業の概要　１）文化庁「文化芸術振興費補助金」（地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業）の交付を受けて実施

２）推進体制：博多湾岸《金印ロード》プロジェクト実行委員会

合意形成プロセス 策定・発信プロセス ユニバーサルデザインへの取り組み

博多湾岸の歴史・文化資源の魅力を発掘・発見し、発信していくー
そこにある意味、そこにある課題を、これからも考えていくため
に、さまざまなイベントを行いました。

イベントやシンポジウムをつうじて発掘・発見した博多湾岸の歴
史・文化資源の魅力を発信するために、各種のアイテムを制作
しました。

博多湾岸の歴史・文化資源の魅力を市民とともに発掘・発見する
ために、さまざまなイベントを開催しました。

博多湾岸《金印ロード》プロジェクトの大きな柱の一つは、ユ
ニバーサルデザインへの取り組みにあります。平成 27 年度は、
視覚以外の感覚をとおして、歴史・文化資源の魅力を知り、楽
しむための方法を、さまざまな人の力を借りて考えました。

◆志賀島を走るバス路線を

盛り上げるために、福岡市文

化振興財団と連携し、「志賀

島ぐり～ん号」車内に、金

印缶バッチ★ガチャガチャ

を設置しました（H27.10.10-

12.13）。

◆志賀島にて、ワークショップ「本日開館！ 福★お

かし博物館」を開催しました（H27.10.17)。チョコレー

トで、古代の鏡や金印をつくりました。

◆第 9 回志賀島金印まつりと連携

◆福岡市博物館の前庭にて「金印まつりin シーサイ

ドももち」を開催しました（H27.10.18）。メインイベン

トは、「夢のタイムカプセル封印式」。志賀島や百道

浜の小学生や、来館者の方々から寄せられた未来へ

の一言メッセージを、「こども奴国大使」が金印で封

印しました。また、オープニングとクライマックスは、

金印太鼓の演奏でした。

◆第 9 回志賀島金印まつりと連携

◆シンポジウム「志賀島から考える福岡の歴史資源」

（H27.10.25）、「金印論争終結！？」（H27.11.08）、トー

クセッション「博多湾の歴史と都市の哲学　～シーサ

イドももちと博物館～」（H27.12.11）を開催しました。

◆福岡市博物館の秋の特別展覧会「新・奴国展　ふく

おか創世記」と連携し、福岡市の「ユニバーサル都市・

福岡フェスティバル2015」の関連事業として、「金印ユ

ニバーサル博物館２　さわる奴国のおたから」を開催

しました（H27．１１．３～12.3）。実物の５倍の大きさの

金印レプリカを作成し、自由に手に取ることのできる展

示物としました。このレプリカは、福岡市立点字図書館

の「第 18 回点字図書館のつどい」での文化講演「おも

しろ考古学、最新ウラ話」（H27.10.25)でも活用され、

好評を得ました。

◆ミュージアムの現場で、ユニバーサルデザインに取り

組む全国の仲間たちを訪ね、調査に行き、また、シン

ポジウムに参加をしました。

◆視覚以外の感覚をとおして、福岡の歴史・文化資源の魅力を知ることの助けになる

ツールを作成しました。

その１…「さわる《金印ロード》ガイドブック」

国宝 金印「漢委奴国王」の印面の図や、金印発見の島・志賀島や博物館の

あるシーサイドももち地区の図、元寇防塁の図などを、視覚障がい者、晴眼

者の双方が「見て」分かる点図で作成しました。

その２…「さわる《金印ロード》の宝もの」

国宝 金印「漢委奴国王」や、民謡・黒田節に謡われ「呑み取りの槍」とし

てしられる日本号など、地域を代表する文化財のレプリカを、３Ｄ出力による

作成しました。また、古代の迎賓館・鴻臚館のコンピュータ・グラフィックの

データをもとに、３D出力により、当時の建物のミニチュアを作成しました。

◆プロジェクトを象徴するロゴとシンボルマークをつくりました。

◆金印発見のしま・志賀島、そして、金印のある福岡市博物館とのあいだの博多湾

岸にひしめく歴史遺産の代表的なものを紹介するパンフレットをつくりました。

◆志賀島と福岡市博物館とのあいだを行き交う人の流れをつくるために、福岡空港、

および博多駅にアイキャッチを設置しました（期間限定）。

◆福岡市博物館の「パノラマふくおか」ルームに、「博多湾岸《金印ロード》ガイダ

ンスコーナー」を設けました。

博多湾に代表される美しい自然、個
性ある建物がひしめく賑やかな都
心、豊かな歴史・文化遺産―このまち
の魅力を「おもてなしの心」で発信し
ます。

〒814-0001 福岡市早良区百道浜3丁目1-1
TEL：092-845-5011　FAX：092-845-5019
開館時間：午前 9 時 30 分 ～ 午後 5 時 30 分まで

月曜日 （ 月曜日が祝休日の場合は開館し、翌平日に休館）休館日： 

《金印ロード》 の道しるべ

ボランティアとまちを探訪

福岡市内には13件の国指定史跡がありま
す。遺構や遺跡を見ることのできる展示
館を併設しているところがあります。

いずれも
開館時間：9:00-17:00（入館は16:30まで）　
休館日12/29-1/3　入館料無料

現場の迫力、遺跡の展示館

AR（拡張現実）技術を活用し、デジタ
ルコンテンツとして、「鴻臚館」と「福
岡城」を再現。専用タブレットを用い
てガイドツアーとまわる「鴻臚館・福
岡城バーチャル時空散歩」は、毎日開
催されています（要予約）。

受付：福岡城むかし探訪館
受付時間：9:00～17:00　
　 092-732-4801　 092-732-4802

AR でタイムスリップ

「福岡歴史なび」は、市内の歴史・文化遺
産を紹介するスマートフォンのアプリ
です。レイトン教授、ルーク、レミの３人
が、文化財スポットの案内やクイズを通
じて旅のお手伝いをします。

【ダウンロード方法】App Storeまたは
GooglePlayにて「福岡歴史なび」の文字
列を検索。検索結果から「福岡歴史なび」
を選択してダウンロードしてください。

スマホ片手に気ままに散策

福岡市の文化財部が運営するサイト
「福岡市の文化財」。市内の文化財の
データベースを公開しています。遺
跡、史跡や寺社、さまざまな文化スポ
ットをめぐるおすすめ散策コースを
紹介しています。

ネットで検索、文化財

博物館公式サイトの「アーカイブ」からアク
セスできる「企画展示」の解説や、「新修 福岡
市史」公式サイトにて閲覧できる「市史だよ
りFukuoka」は、地域の歴史・文化資源につい
ての情報の宝庫です。

アーカイブにアクセス
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博多湾岸のエリアには、いにしえより、人・もの・情報が行き交
う都市が途切れることなく営まれ続けて来ました。博多湾岸
《金印ロード》プロジェクトは、その重層的な歴史資源の魅力
を、地域コミュニティとともに、さまざまな人の力を借りなが
ら、発信していくプロジェクトです。
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板付遺跡弥生館

金隈遺跡甕棺展示館

野方遺跡住居跡展示館

鴻臚館跡展示館

「福岡市の文化財」サイト
http://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp

「新修 福岡市史」公式ウェブサイト
http://www.city.fukuoka.lg.jp/shishi/

福岡市博物館公式ウェブサイト
http://www.city.fukuoka.lg.jp
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福岡市博物館

志賀島

金印発見のしま・志賀島と金印のある福岡市博物館。
あいだを結ぶ博多湾岸にひしめく歴史遺産への誘い。

◆ 3/19( 土）、志賀島で行われた「現代の金印を探せ。体験!志賀島」に参加し、プ

ロジェクトについて報告しました。

◆ 3/27(日）、城内の三の丸スクエアで、さまざまな成果を発表する展示、および研

究会「歴史資源×デジタル技術×ユニバーサルデザイン　～まちとミュージアムの未

来を拓く～」を開催しました。

◆夢のタイムカプセルに納める木簡をつくるために、

百道浜小学校、西戸崎小学校にて、かんたんな講座

を行い、みんなに木簡を書いてもらいました。


